
四
月
～
・
大
江
山
地
域
の
お
茶
の
間

　
　
　 

︵
大
江
山
荘
・
大
渕
荘
で
隔
月
に

開
催
︶

六
月
　
・ 

第
十
回
新
潟
市
議
会
・
議
会
報

告
会

七
月
　
・ 

江
南
区
と
大
江
山
地
区
の
事
業

に
つ
い
て
勉
強
会

　
　
　
・ 

大
江
山
地
区
世
代
間
交
流
座
談
会

　
　
　
・ 
広
報
誌
二
十
四
号
の
発
行

八
月
　
・
区
長
懇
談
会
の
開
催

　
　
　
・
親
子
で
つ
く
る
手
作
り
絵
本

九
月
　
・ 

大
江
山
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施

　
　
　
・ 

江
南
区
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
の
推
進
事
業

十
月
　
・
合
同
自
主
防
災
訓
練

　
　
　
・ 

大
渕
荘
の
お
茶
の
間
︵
健
康
で

長
生
き
ヘ
ル
シ
ー
講
座
︶

　
　
　
・
大
江
山
地
区
老
人
福
祉
大
会
開
催

　
　
　
・ 

支
え
合
い
、
し
く
み
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施

　
　
　
・ 

交
通
安
全
協
会
大
江
山
支
部
と

女
性
部
と
合
同
研
修
会
の
実
施

十
一
月
・ 

大
江
山
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典

　
　
　
・
広
報
誌
二
十
五
号
の
発
行

　
　
　
・
育
成
協
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
・
大
江
山
荘
の
お
茶
の
間
︵
健
康

　
　
　
　
で
長
生
き
ヘ
ル
シ
ー
講
座
︶

　
　
　
・
市
長
の
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in

　
　
　
　
江
南
区

十
二
月
・
広
報
誌
二
十
六
号
の
発
行

　
　
　
・ 

大
渕
荘
の
お
茶
の
間
︵
餅
つ

き
︶

一
月
　
・
大
江
山
荘
の
お
茶
の
間
︵
〃
︶

二
月
　
・ 

大
渕
荘
の
お
茶
の
間
︵
﹁
水
都

家
艶
笑
﹂
さ
ん
の
落
語
口
演
︶

三
月
　
・
広
報
誌
二
十
七
号
の
発
行

三
月
　
・ 

大
江
山
荘
の
お
茶
の
間
︵﹁
水

都
家
艶
笑
﹂
さ
ん
の
落
語
口
演
︶

　
・
す
ご
ぼ
り
桜
並
木
ク
リ
ー
ン

　
　
　
　
作
戦

　

支
え
合
い
、
し
く
み
づ
く
り
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今

後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◉
主
な
活
動
◉

◉
今
後
の
予
定
◉

日時：平成30年３月11日(日)　午前８：45～

場所：丸山小学校　玄関前集合
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 大江山地区全世帯を対象に、「日常生活における現状や困り事に関するアンケート」を実施し、 
この度、集計結果が出ましたのでご報告いたします。 
 

質問内容 回    答 

回収率 配布 1627 世帯   回収数 1025 世帯     回収率 63％ 
回答者年代 20～40 代 11.5％ 50～60 代 51.2％ 70 代～ 33.5％ 未回答 3.8％ 

困 り 事 に つ い て 

生活するうえ

での困り事 ある 28.1％  ない 41.5％  その他 30.4％ 

困り事の内容 
(上位４つ) 

健康・介護 27.3％  経済面 13.1％  災害時 11.4％ 除雪 11.1％
(災害時については蔵岡・上大渕・江口・三百地方面が特に多い) 

地域の 
助け合い活動 

あったらいいと思う 52.4％ 思わない 7.4％  その他 40.2％ 

あったらいい

と思う活動 
見守り・声かけ 26.4％ 災害時避難 22.3％ 除雪 17.2％ 

活動があった

ら手伝いたい 
思う 38.5％ どちらともいえない 42.4％ 思わない・未回答 19.1％ 

地 域 の お 茶 の 間 に つ い て 

地域の 
お茶の間を 

知っている 60.6％ 知らない 36.0％ 未回答 3.4％ 

近所にあるか ある 46.0％ ない 14.2％ 分からない・未回答 39.8％ 
お茶の間に 参加している 9.0％ 参加していない 84.8％ 未回答 6.2％ 
今後、 

お茶の間に 参加したい 12.4％ 思わない 28.7％ 分からない・未回答 58.9％ 

お茶の間に 
希望する内容 

健康体操 16.6％ 茶飲み 15.4％ 脳トレ 10.5％  
健康講話 8.8％ 健康相談 8.6％ 

参加しない理由 仕事 28.7％ 興味なし 13.5％ 他に趣味あり 13.3％ 
お茶の間の運営 手伝いできる 17.8％ できない 72.1％ 未回答 10.1％ 
できるとしたら 月 1 回 36.6％ 2 か月に 1 回 12.8％ 月 2 回 10.7％ 週 1 回 4.8％ 
今後地域の助け合いやお茶の間にご協力いただける方のご記名が 62 名いらっしゃいました。

ありがとうございます。 
 
 
 
 
 

＜地域にお住まいで感じていることについて＞ 
 
 
 
 

交通 
手段 

・地域内を走り、足代りにいつでも手軽に利用できるバスがぜひあればと思う。(茗荷谷) 
・大形方面や亀田方面にもバスが通っていない。少なすぎて何をするにも不便です。休日にはどこ

にも行けません。バスがほしいです。(直り山) 
・公的な乗り合いバスや乗り合いタクシー等、子ども(学生)が大形駅や亀田駅まで安心して行ける

環境を整備してもらえると助かります。(中大渕) 
・バス等、交通手段が少ない為、通院や買い物が不便です。年齢が増える程、深刻な問題になりま

す。(中大渕) 
・移動手段としての区バスを走らせて欲しいと思っています。特に冬期間に。(中大渕) 
・大江山地区だけ区バスがなく、これから車に乗れなくなったら交通手段がなく、買い物難民にな

りかねないのでなんとか対策を考えてもらいたい。(江口) 
 

買い物 
・住むにはいい所ですが、近くに商店街がなく、この先不安です。(松山) 
・助け合い活動で買い物、通院の手段をお手伝いができれば良い事と思うが、金銭トラブルや移動

中の事故など善意が無駄にならぬ様、前もって対策が必要だと思います。(上大渕) 
 

 
除雪 

・車で通る時、道幅が狭く危険。大江山中や丸山小への通学路の除雪が全然されていない。ぜひ整

えて頂きたい。今年は、雪が少ないからしないとかではなく、体制を整えておくことが必要ではな

いか。(松山) 
・冬の除雪、もっとみんなで協力して雪かきをして頂きたい。除雪車を入れてほしい。(直り山) 
・降雪の際の除雪ラインに自宅周辺が含まれていない。一番近い除雪ラインまで数百メートル。今

は地域の高齢者が車で除雪をしてくれるが、できなくなったら出勤や外出が難しくなる。(下大渕)
 

災害 
・災害が発生した時の対応、具体的に何もしていない。本当に発生した場合、どのようにすればい

いのか？(茗荷谷) 
・避難所が近くにない。指定場所が大変遠い。(西野) 

 
 
 
 
 

茶の間 

・各月にお茶の間がありますが、参加者が少なくなったようですので、たくさんの方の参加で毎月

あったら嬉しいです。(茗荷谷) 
・何といっても隣近所での交流を深めたい。その後にお茶の間活動がついてくる。地元の方々だけ

でないのも魅力。(松山) 
・歩いていける所に「お茶の間」があると良いと思います。だんだん年を取ると遠くへはおっくう

になるので、町内の自治会にあれば気軽に参加できると思います。(直り山) 
・現在地域の茶の間、松山の「季美術館」に月 1 回お手伝いに行って、なかなか楽しい時を過ごし

ています。(細山) 
・地域の男性が茶の間等にもっと出席してもらいたい。女性に欠ける部分の補佐等に協力出来る

人が少なすぎる。(江口) 
・この地域に風呂場があるので、一人住まいの人が本当に助かっていますね。話の場としても良か

ったと思います。(丸山) 
 

 
その他 

・子ども、老人含めコミュニケーションがとれる地域になって欲しいです。(茗荷谷) 
・高齢者の親と同居しながら働いているので、近所の方の見守りや声かけに大変助かっておりま

す。(細山) 
・常日頃からお隣様より「何かあったら何時でも声かけて」と言って下さるので、とても有難く思

っております。(中大渕) 

 ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

◎ 支え合い、しくみづくり アンケート結果 ◎ 
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この度、集計結果が出ましたのでご報告いたします。



編  

集  

後  

記

編  

集  

後  

記

　
こ
の
度
、
大
江
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
に
正
式
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
か
ら

の
運
営
実
施
に
向
け
て
、
準
備
中
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
十
二
月
十
六
日(

土)

に
大
渕
荘
で
、
一
月
二
十
日

に
は
丸
山
公
会
堂
で
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臼
や
杵
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の

餅
つ
き
は
子
ど
も
た
ち
に
も
大
人
気
で
、
重
い
杵
を

持
ち
上
げ
力
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
大
渕
で
は
七
十
名
、
丸
山
で
は
百
二
十
名

も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
賽
ノ
神

　
一
月
七
日
に
茗
荷
谷
で
、
無
病
息
災
を
願
う
賽
ノ

神
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
る
炎
に

住
民
た
ち
か
ら
の
歓
声
が
上
が
り
、
振
る
舞
わ
れ
た

お
神
酒
や
豚
汁
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

◉
地
域
の
行
事
紹
介
◉

◉
地
域
の
お
茶
の
間
◉

大勢で食べるとおいしいね。

丸山公会堂の様子

大渕荘の様子


